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今年も、正門にある風船の碑の前に、カーネーションが献げられました。本校の社会科の教員だっ
た故田中啓司先生が好きだった花です。田中先生は１７年前、平成１８年１１月２０日、御自宅で
突然倒れ、帰らぬ人となりました。
田中先生は生前、命の尊さ、いじめは絶対に許さないことなどを生徒に説いていらっしゃいまし

た。先生の思いは、当時の生徒たちを動かし、その年の生徒総会の特別議題として「いじめを許さ
ない、命を大切にする学校づくり」が取り上げられました。そして、１１月２０日を「附中人権の
日」と定め、思いやりや命の大切さを考える日とすること、田中先生の遺訓「風船」の詩を刻んだ
石碑を設置し、附中のシンボルとすることが可決され
ました。完成した風船の碑には、「風船」の詩が、田中
先生が好きだったカーネーションの花とともに刻まれ
ています。また、「生徒が太陽なら、教師は暗い夜道を
優しく照らすお月様だ」という先生の思いから、太陽
と月がデザインされています。
命には限りがあります。だからこそ、自分の命も周

りの人の命も大切にしなければなりません。そして、
それぞれの命を精一杯輝かせながら、自分らしく充実
した人生を送ってほしいと願っています。
２０日（月）の附中ＰＴＣＣでは、自他の命の尊さ

や、生きとし生けるものの命の尊厳について、改めて
考えます。また、学年ごとに集会を開き、いじめや差
別のない学級・学校づくりを目指し、他者を思いやる
ことで、よりよい人間関係を構築することの大切さに
ついて考えを深めます。このような取組を通して、「附
中人権の日」に込められた多くの人の思いやこの日の
意義が、風化することなく受け継がれていくことを心
から願っています。

附中ＰＴＣＣは、全附連（全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会）が、その活動の一環として設定
したＰＴＣＣ活動に本校が賛同し、平成８年度から取り組んでいるものです。この活動をどのよう
な形態で推進するのか検討を重ね、Ｐ（親）、Ｔ（教師）、Ｃ（子ども）、Ｃ（カウンセラー）の代
表者が集まり、“「いじめについて考える」”というテーマを掲げたディスカッションを行ったのが
始まりです。平成２０年度からは、平成１８年度の悲しい出来事を受け、田中先生の遺志を受け継
ぎ、人権や生命尊重について改めて考える日としました。近年は、全校集会や学年集会、保護者参
加型の道徳の授業等をとおして、生徒・保護者・教師が同じ空間で考えを深め合う機会としていま
す。ここ３年間はコロナ禍の影響を受け、授業参観を見合わせていましたが、今年度は、各学年の
学年集会と、各学級の道徳の授業参観を実施することといたしました。ぜひ御参観いただき、子ど
もたちとともに、命の尊さについて考えを深める機会にしていただけたらと思います。

【各学年の時程】

場所 第１学年 第２学年 第３学年

学年集会 体育館 12:45～13:15 13:30～14:00 14:15～14:45

道 徳 各学級教室 13:30～14:20 14:15～15:05 15:00～15:50

（裏面に続きます）
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附中ＰＴＣＣとは



【長崎県中総体】
長崎県中学校総合体育大会駅伝競技（11/9）
-女子-
２位（42分19秒） １区（3Km）：角町明世梨 10分37秒 区間４位
※九州大会出場（12/1天草市） ２区（2km）：柏田 梨夏 ６分45秒 区間１位（区間賞）

３区（2km）：陣川 真緒 ６分53秒 区間１位（区間賞）
４区（2km）：佐藤 向愛 ６分53秒 区間２位
５区（3Km）：上川 紗來 11分11秒 区間６位

-男子- １区（4Km）：小金丸幹太 12分47秒 区間12位
８位（１時間５分59秒） ２区（3Km）：鴨川 和生 10分18秒 区間26位

３区（3Km）：馬渡 大也 ９分51秒 区間７位
４区（3Km）：小栁 葵獅 10分07秒 区間６位
５区（3Km）：出口 丈 ９分58秒 区間４位
６区（4Km）：木谷 海仁 12分58秒 区間６位

律し 求め 輝く！


